
よろこび 平成２８年１月:L日

め通胆嚢へまこ　さ行野わした通貫寺で　うのでがら五の私結
ささ心王どいのそに列前どたのじ戦も李さこ僧あ｀通百通は　Ｔ
せれ意にもケ国し大を励ろにでて争建王てと侶りそ上尾王朝こ
たるをは当チヘで芝ひ上いせあ李の立はではまの寺を寺鮮員
とよ大｀国な参お居き人てもり王後さ京だあ尾し間迄かとの言
いうきあだ考りごをいは李のまに｀せ城いりばたのはかい寺講
う願くいけへまそうで仰王です会此なの分まが見日へうを　習
言いもにのをしかっ｀々もあ゜見のい門話しり佐渡本で朝あ会
亙上たつよもてにたつし決っ実を佐よのしたで職すのい鮮ち
のげれかうっも｀わいくくたは申野う中が゜実に限里まきこ
あま門なでて僧いけ音大会わなし前ににそ　は色も程しっち
るす戸いあい侶んでに　見けま入励し僧れ　農々のにたて賜
方“をこりるをぎあ乗　をでりれ上で侶ま　奴う田じのり
でと解とまの入んりっ　受すのて人いをし　のか畠てヤ大ま　ｔ

あ進放とすはれてまて　げ香｀がま一だ　よがは約ン出し回
り言し拝゜｀ないﾘｽ参　入こ炉金｀し切が　うい全十サはた　-j-
まし仏し賢世いち　り　れのにの日だ入｀　なま部一ン何か　，昌
ﾘｽ｀飲ま明界等ょ　ま　ま金主香本゜れそ　存すお里とと｀･Ｅ

　こ僧すで広とう　し　しのメ炉大そなん　在と寺あいおヤ牛
　れ侶が尾しいに　た　た香ッを使れいな　だで）りう坊ン六

　をを何高とう．　゜　゜炉キ獣脂を｀わ　と大土ま駅さサ
　認優卒いいせど　ま　佐にをじを日おけ　い半句すかんン

　　しでちで上でしいでん、う指令かんく雲亡が　っつ信が　　ょあ工あのおっるすで我のがに1一一なり師く竣工かをじづ竣
　　うりのり二かかこ　゜い々がよなとにかにながれよ搬で‾1工
　　゜ま事｀十ねりと寝る人本く9不備へ語りﾝ程う罰おそれ
　　　ﾌﾞ千言京大よ甘言

　　　績類自大まごはき　゜場りです巴死う莱にさ太まてでしも
　　　⊇匹⑤門甘ﾄﾞﾚ岫言

八　

言仁
工言胆づ≒⊇且皿呈几づ

ズ　半績牡言ﾉm⊇言づ拡

号　　求とあ｀゜王生で券面ﾃﾞﾐ　た人主来時くあ赤し　ロ工純露
に　　　め名りて人命　場｀゜ヒ　くのすてのなっ＋だ　りと会見
続　　て付まい類を工にてし　な言゜い私いた宇佐　とをとし
く　　参けする　｀つの向いト　い葉しなはぞ根底野　ししばま

　　　りる゜事増か辺っるで　とのかい一六義院上　てたかし　　　主の即実球んでての進　い真しのそを霊で人　おやりた
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